
「
夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉
」
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
先
ず
、
狩

野
亨
吉
の
略
歴
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
と
言
う
の
は
、
慶
応
元
年
（
一
八

六
五
）
七
月
二
十
八
日
、
佐
竹
藩
（
秋
田
県
）
、
狩
野
良
知
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
た
亨
吉
が
、
世
間
に
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
危
倶
し
て
の
こ
と

で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
二
十
三
日
の
東
京
・
大
阪
『
朝
日
新
聞
』

朝
刊
に
は
、

狩
野
亨
吉
博
士
文
学
博
士
狩
野
亨
吉
翁
は
、
冑
潰
瘍
の
た
め
、
二

十
二
日
午
前
十
一
時
東
京
小
石
川
区
大
塚
坂
下
町
五
五
の
自
宅
で
死
去
し

た
、
享
年
七
十
八
告
別
式
は
二
十
四
日
午
前
十
一
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で

青
山
斎
場
で
神
式
に
よ
り
執
行
さ
れ
る
、
翁
は
秋
田
県
の
出
身
、
永
ら
く

一
高
校
長
と
し
て
令
名
を
調
は
れ
、
の
ち
京
都
の
文
科
大
学
学
長
と
な
っ

た
が
、
近
年
は
引
退
し
て
悠
々
自
適
し
て
ゐ
た
、
生
涯
を
独
身
で
過
し
遺

族
は
実
姉
前
小
屋
ひ
さ
刀
自
（
八
四
）
が
た
且
一
人
で
あ
る
。

、

夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉

一

陰

と
、
亨
吉
の
死
去
を
報
じ
て
い
る
が
、
｝
」
の
僅
か
妬
行
の
記
事
に
、
数
カ
所

（
１
）
（
２
）

の
誤
り
が
あ
り
、
更
に
そ
の
死
亡
記
事
に
掲
げ
ら
れ
た
写
真
が
、
亨
吉
の
そ

れ
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
、
ま
こ
と
に
念
の
入
っ
た
間
違
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

明
治
末
年
に
第
一
線
を
退
き
、
世
間
か
ら
忘
却
せ
ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
亨

吉
の
こ
と
故
、
そ
の
後
の
批
評
家
た
ち
が
彼
に
つ
い
て
ふ
れ
る
に
際
し
て
は
、

必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
そ
の
冒
頭
に
「
本
誌
の
読
者
諸
君
は
狩
野
亨
吉

先
生
と
い
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
い
ま
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
な
に
一
つ
聞
か
れ
る

（
３
）

機
会
が
な
か
っ
た
た
め
に
ケ
ゲ
ン
な
顔
を
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

よ
う
な
前
置
き
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
没
後
三
十
五
年
を
経

た
今
日
も
、
な
お
同
様
の
事
態
が
続
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
偏

に
亨
吉
の
学
者
と
し
て
の
業
績
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
日
、
亨
吉
の
著
書
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
没
後
、
安
倍
能
成
に
よ

っ
て
編
集
さ
れ
た
「
狩
野
亨
吉
遺
文
集
』
（
昭
鍋
・
皿
岩
波
書
店
）
一
冊
で
、

同
集
に
収
録
さ
れ
た
左
の
七
篇
の
文
章
（
う
ち
談
話
一
篇
）
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
ば
か
り
で
あ
る
。

①
「
志
筑
忠
雄
の
星
気
説
」
（
明
墾
・
６
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
一
六
五
号
）

戸
田
民
子

一
二
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②
「
安
藤
昌
益
と
其
著
書
自
然
真
営
道
』
（
昭
５
．
５
『
世
界
思
潮
』
三
）

③
「
天
津
教
古
文
書
の
批
判
」
（
昭
ｎ
．
６
『
思
想
』
）

④
「
歴
史
の
概
念
」
（
昭
迦
・
８
『
丁
酉
倫
理
』
）

⑤
「
記
憶
す
尋
へ
き
関
流
の
数
学
家
」
（
明
如
・
哩
・
５
束
京
数
学
物
理
学
会

主
催
関
孝
和
二
百
年
忌
記
念
講
演
会
）

⑥
「
科
学
的
の
意
義
」
（
昭
５
．
９
．
羽
第
九
十
一
回
茶
話
会
に
於
け
る
講
演

補
筆
筆
記
）
↑

⑦
「
修
善
寺
漱
石
詩
碑
碑
陰
に
記
せ
る
文
」
（
昭
８
．
４
）
及
び
「
漱
石
と

自
分
」
（
昭
ｍ
・
皿
・
８
東
京
朝
日
新
聞
談
話
）

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
文
及
び
エ
ッ
セ
イ
は
、
亨
吉
の
専
門
と
し
た
哲
学

と
は
、
あ
ま
り
か
か
わ
り
を
も
た
ぬ
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
で
は
、
な
に

ゆ
え
に
専
門
分
野
の
論
文
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
亨
吉
は
、
常
日
頃
よ
り

自
分
の
書
い
た
も
の
が
没
後
ま
で
残
る
の
は
イ
ヤ
だ
と
主
張
し
て
い
た
と
い

（
４
）

わ
れ
、
そ
の
主
義
を
貫
徹
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情

か
ら
す
れ
ば
、
遺
文
集
に
あ
る
七
篇
の
文
章
は
、
そ
う
し
た
彼
の
生
き
方
を
、

一
旦
中
断
さ
せ
て
ま
で
書
か
せ
た
も
の
、
あ
る
い
は
書
か
ず
に
は
お
れ
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
専
門
的
論
文

で
は
な
く
と
も
、
亨
吉
の
主
張
の
一
端
を
う
か
が
う
上
に
、
十
分
意
味
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
一
般
に
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
亨
吉
の
名
前
が
、
世
間
に
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
ど
う
い
う
時
か
と
い
う
と
、
江
戸
中
期
の
社
会
思
想

家
、
安
藤
昌
益
の
紹
介
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
漱
石
の
友
人
と
し
て
、
あ
る

い
は
そ
の
数
少
な
い
職
歴
の
中
で
比
較
的
長
く
在
職
し
た
第
一
高
等
学
校
校

夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉

1

長
時
代
（
明
治
三
十
一
年
ｌ
明
治
三
十
九
年
）
の
教
え
子
た
ち
に
よ
る
「
向
陵
誌
』

（
一
高
回
想
録
）
に
収
録
さ
れ
た
逸
話
に
登
場
す
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。
単
行

本
の
形
で
な
さ
れ
た
亨
吉
の
伝
記
・
研
究
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
「
狩
野
亭

吉
の
研
究
」
（
鈴
木
正
昭
妬
・
３
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
と
「
狩
野
亨
吉
の
生

涯
」
（
青
江
舜
二
郎
昭
囎
・
皿
明
治
書
院
）
の
二
冊
を
数
え
る
の
み
で
、
し
か

も
前
者
は
ど
う
い
っ
た
理
由
か
ら
か
、
発
行
後
十
日
で
絶
版
と
な
り
、
今
日

も
は
や
我
食
の
目
に
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
し
て
今
、
筆
者
が
述
一
へ
よ
う
と
し
て
い
る
漱
石
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、

正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
論
じ
た
も
の
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
久
野
収
・
八
田
三
喜
・
小
林
勇
・
森
銑
三

・
青
江
舜
二
郎
な
ど
、
い
ず
れ
も
亨
吉
の
側
か
ら
見
て
い
る
人
達
の
論
が
殆

ん
ど
で
、
漱
石
の
側
か
ら
の
そ
れ
は
僅
か
で
あ
る
。

漱
石
と
亨
吉
と
の
交
友
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
機
会
に
始
ま
っ
た
か
は
明

ら
か
で
な
い
。
が
、
二
人
に
関
し
て
の
、
そ
う
多
く
も
な
い
資
料
を
基
に
考

え
る
と
、
次
の
よ
う
な
推
測
が
成
立
っ
て
く
る
。

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
三
月
、
漱
石
が
東
京
府
第
一
中
学
校
の
正
則
科

に
入
学
し
た
時
、
亨
吉
は
既
に
同
中
学
同
科
に
在
学
し
て
い
た
が
、
「
し
か

し
そ
の
頃
は
無
論
お
互
に
知
ら
ず
に
過
ご
し
」
（
「
漱
石
と
自
分
」
）
た
。

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月
、
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
数
学
科
を

卒
業
し
た
亨
吉
は
、
翌
年
九
月
、
同
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
に
入
学
、
二
十

四
年
七
月
卒
業
後
、
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
七
月
に
第
四
高
等
中
学
校
教
授

三
七
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（
二
十
六
年
一
月
校
長
事
務
取
り
扱
い
と
な
る
）
と
し
て
、
金
沢
へ
赴
任
す

る
ま
で
同
大
学
院
哲
学
科
に
籍
を
お
い
て
い
た
。

さ
て
、
こ
の
二
十
五
年
は
、
漱
石
が
同
大
学
英
文
科
三
年
の
年
で
あ
る
。

こ
の
年
の
七
月
、
哲
学
科
で
は
、
藤
代
素
人
の
「
夏
目
君
の
片
鱗
」
に
よ
れ

（
５
）

ぱ
、
「
少
し
世
間
向
の
材
料
を
加
へ
よ
う
と
云
ふ
方
針
」
を
打
ち
出
し
、
．
従

来
、
同
科
の
み
で
編
集
し
て
き
た
「
哲
学
会
雑
誌
』
を
、
「
哲
学
雑
誌
』
と

改
め
、
同
科
以
外
の
文
学
諸
科
学
生
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
漱
石
は
、
独

文
科
の
藤
代
貞
輔
（
素
人
）
ら
と
共
に
委
員
に
選
ば
れ
た
。
『
哲
学
雑
誌
」
と

い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
の
時
に
漱
石
と
亨
吉
と
の
接
点
が
生
じ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
七
月
に
は
亨
吉
は
金
沢
へ
赴
任
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
日
と
ち
が
っ
て
、
き
わ
め
て
学
生
数
の
少
な
か
っ
た
、
し
か
も

人
気
の
低
い
文
科
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
学
科
は
異
な
っ
て
‐
も
ま
る
で
一
面
識

も
な
い
と
い
う
よ
う
な
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
更
に
、

漱
石
は
同
年
五
月
の
一
瞥
哲
学
会
雑
誌
』
に
翻
訳
「
催
眠
術
」
（
豆
，
。
。
鼻
雪
空
１
）

を
発
表
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
著
は
当
然
亨
吉
の
目
に
触
れ
た
筈
で
あ

（
６
）
る
。
が
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
交
友
関
係
が
成
立
し
て
い
た
と
断
定
す
る
こ

と
は
む
ず
か
し
い
。

。
（
『
ノ
）

亨
吉
は
、
そ
の
想
い
出
「
夏
目
君
と
私
」
の
中
に
、
「
夏
目
君
と
私
と
相

識
っ
た
の
は
、
夏
目
君
が
松
山
へ
赴
任
さ
れ
る
少
し
以
前
で
、
山
川
信
次
郎

君
を
介
し
て
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
少
し
以
前
」
と
は
ど
の
程
度

の
年
月
を
指
す
の
か
、
甚
だ
不
確
か
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
漱
石
の
松
山
赴

任
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
四
月
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
人
の
出
会
い

は
も
う
少
し
早
い
よ
う
で
あ
る
。

閂

》

漱
石
全
集
に
収
め
ら
れ
た
、
亨
吉
宛
の
書
簡
は
七
十
余
通
あ
る
が
、
最
も

古
い
も
の
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
十
月
二
十
七
日
付
で
、
亨
吉
の
名

前
が
初
め
て
出
る
の
は
そ
れ
よ
り
早
く
、
同
年
八
月
十
五
日
付
、
立
花
銑
三

郎
（
当
時
哲
学
科
二
年
で
、
亨
吉
よ
り
一
級
下
、
『
哲
学
雑
誌
」
編
集
委
員

の
一
人
）
宛
で
、
「
狩
野
君
は
高
中
の
教
師
探
索
の
為
め
未
だ
帰
沢
の
途
に

つ
か
ず
過
日
来
小
生
も
段
を
同
氏
の
説
諭
に
あ
づ
か
り
是
非
奮
発
の
上
赴
任

し
て
く
れ
ろ
と
依
託
被
致
候
へ
ど
も
未
だ
諾
否
の
返
答
は
不
仕
候
」
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
菅
虎
雄
の
「
学
生
時
代
」
に
よ
る
と
、
明
治
二

十
六
年
の
夏
休
み
頃
に
菅
は
、
立
花
銑
三
郎
・
太
田
達
人
・
米
山
保
三
郎
・

（
８
）

藤
代
素
人
・
狩
野
亨
吉
ら
と
「
紀
元
会
と
い
ふ
も
の
を
起
し
」
た
と
の
こ
と

で
あ
り
、
漱
石
も
そ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
「
紀
元
会
」
に
つ
い
て
従
来
注
目
す
る
向
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

筆
者
は
、
作
家
漱
石
の
思
想
形
成
に
、
多
大
の
影
響
を
与
え
た
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
よ
う
に
思
う
。

漱
石
没
後
、
そ
の
人
間
像
に
つ
い
て
の
逸
話
が
各
方
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
発
表
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
所
謂
漱
石
山
脈
と
呼
ば
れ
る
系
列
に
入
っ

て
い
た
人
達
の
そ
れ
が
、
大
き
な
発
言
力
を
も
ち
、
ま
た
多
数
が
紹
介
さ
れ

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
沈
黙
に
近
い
ほ

ど
の
寡
黙
を
守
っ
た
人
た
ち
の
一
団
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
右
の
「
紀
元
会
」

を
中
心
と
す
る
学
生
時
代
の
友
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
人
達
は
、

作
家
以
前
の
漱
石
を
、
あ
る
い
は
青
春
時
代
の
人
間
夏
目
金
之
助
を
間
近
に

見
て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。

漱
石
の
学
生
時
代
の
友
人
グ
ル
ー
プ
と
は
異
な
り
、
漱
石
山
脈
に
連
な
る

二二
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人
達
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
文
筆
業
に
携
わ
る
人
だ
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
故

に
、
漱
石
に
関
す
る
逸
話
を
文
献
的
資
料
と
し
て
数
多
く
残
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
紀
元
会
」
を
中
心
と
し
た
友
人
グ
ル
ー
プ
の

寡
黙
は
、
ど
う
も
お
互
い
が
、
示
し
合
わ
せ
て
黙
し
て
語
ら
ず
の
態
度
を
と

（
９
）

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。
た
と
え
ば
大
塚
保
治
は
「
学
生
時
代
」

（
談
話
）
の
中
で
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｎ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

菅
虎
雄
君
と
か
、
同
級
だ
っ
た
狩
野
亨
吉
君
な
ぞ
の
方
が
詳
し
く
知
っ

、
、
、

て
ゐ
る
筈
（
中
略
）
色
灸
な
俗
事
で
相
往
来
も
し
た
が
、
余
り
に
私
人
的
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、

事
情
で
発
表
の
限
り
で
は
な
い
。
（
傍
点
筆
者
）

と
述
べ
、
藤
代
素
人
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

夏
目
君
の
話
は
大
分
新
聞
に
も
出
た
か
ら
、
更
に
珍
ら
し
い
種
子
を
追

、
、
、
、
、
、
、
、
、

加
す
る
こ
と
も
出
来
ぬ
。
（
傍
点
筆
者
）

と
「
夏
目
君
の
片
鱗
」
で
述
》
へ
て
い
る
。
更
に
、
今
も
っ
て
大
き
な
謎
と
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
の
秋
の
、
漱
石
の

行
方
不
明
事
件
に
つ
い
て
亨
吉
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

菅
君
を
驚
か
す
や
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
菅
君
が
一
番

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

詳
し
く
知
っ
て
ゐ
る
事
で
、
自
分
が
語
る
尋
へ
き
で
は
な
い
。
（
傍
点
筆
者
）

と
「
漱
石
と
自
分
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
が
、
菅
は
つ
い
に
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
公
表
し
な
か
っ
た
。
こ
の
件
の
み
な
ら
ず
、
菅
虎
雄
は
作
家
以
前
の

漱
石
が
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
時
、
い
つ
も
そ
の
側
に
あ
っ
て
、
そ
の
間
の

事
情
に
つ
い
て
は
熟
知
し
て
い
た
筈
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
を
語
ら
な
か
っ
た
。

、
℃

門
下
生
の
漱
石
へ
の
思
慕
の
情
が
強
烈
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
軽
さ

夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉

が
目
立
ち
、
逆
に
亨
吉
ら
の
友
人
グ
ル
ー
プ
の
沈
黙
が
ま
た
万
金
の
重
み
を

も
っ
て
我
盈
に
語
り
か
け
て
く
る
も
の
が
あ
る
、
と
み
る
の
は
筆
者
一
人
で

あ
ろ
う
か
。

漱
石
の
書
簡
集
を
見
て
い
る
と
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
二
十

五
年
（
一
八
九
二
）
頃
ま
で
は
、
そ
の
交
友
関
係
が
、
正
岡
子
規
（
一
八
六
七
’

一
九
○
二
）
に
集
中
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
六
年
あ
た
り
か
ら
は
、

序
衣
に
で
は
あ
る
が
、
「
紀
元
会
」
の
メ
ン
ゞ
ハ
ー
を
中
心
に
そ
の
交
際
範
囲

は
広
が
り
を
見
せ
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
以
前
の
子
規
の
場
と
同
じ
位

置
を
占
め
る
ほ
ど
の
関
係
が
、
亨
吉
と
の
間
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

、
、
泊
、

情
念
の
人
正
岡
子
規
と
の
交
友
関
係
が
、
漱
石
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

（
叩
）
、
、

え
た
か
に
つ
い
て
は
別
に
詳
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
重
複
を
避
け
、
科
学

、
、
、
、

的
思
想
家
狩
野
亨
吉
と
の
関
係
に
限
定
し
て
考
察
し
た
い
。

狩
野
さ
ん
か
ら
手
紙
が
来
た
。
そ
こ
で
何
の
用
事
か
と
思
っ
て
開
い
て

見
た
ら
用
事
で
は
な
く
て
只
の
通
信
で
あ
っ
た
。
夫
で
僕
は
驚
ろ
い
た
。

、
、
、
宅
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

僕
は
狩
野
さ
ん
と
云
ふ
人
は
用
事
が
な
け
れ
ば
手
紙
を
か
く
人
で
は
な
い
。

、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
か
も
其
手
紙
た
る
や
官
庁
の
通
牒
的
な
も
の
に
限
る
と
思
っ
て
居
た
の

だ
か
ら
驚
ろ
い
た
。
此
手
紙
は
僕
の
か
き
さ
う
な
手
紙
で
毫
も
用
事
が
な

い
か
ら
不
思
議
な
も
の
だ
と
思
っ
た
。
（
中
略
）
何
で
も
君
が
僕
の
夢
を
見

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｄ

た
事
が
あ
る
。
さ
う
し
て
僕
が
養
母
と
其
娘
と
居
て
穴
八
幡
が
あ
っ
て
、

、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、

養
母
の
名
が
仲
で
あ
る
と
い
ふ
夢
は
実
際
妙
で
あ
る
。
こ
と
に
日
本
新
聞

に
あ
ん
な
事
が
出
た
の
を
知
ら
な
い
で
見
た
の
だ
か
ら
愈
妙
だ
。
（
傍
点

三
九

三

１
９

’



筆
者
）

右
は
、
漱
石
が
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
十
月
二
十
三
日
付
で
、
当

時
京
都
帝
国
大
学
初
代
文
科
大
学
長
で
あ
っ
た
亨
吉
宛
に
送
っ
た
書
簡
の
冒

頭
部
分
で
あ
る
。

こ
の
日
漱
石
は
、
亨
吉
か
ち
「
用
事
」
も
な
い
の
に
「
僕
の
書
き
さ
う
な
」

「
文
学
的
」
な
手
紙
を
受
け
と
り
、
「
甚
だ
嬉
し
」
く
思
い
、
実
に
長
文
の
、

し
か
も
こ
の
時
期
ｌ
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
教
師
を
や
め
て
、
朝
日
新
聞

に
入
社
す
る
半
年
前
で
あ
る
ｌ
の
漱
石
を
理
解
す
る
の
に
最
も
重
要
と
思

わ
れ
る
心
情
及
び
思
考
表
現
の
あ
る
返
書
を
、
昼
と
夕
方
の
二
回
に
分
け
て

書
い
て
い
る
。

第
一
便
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
思
い
が
け
な
い
亨
吉
か
ら
の
手
紙
に
感
激

し
、
素
直
に
そ
の
喜
び
を
述
べ
、
亨
吉
の
い
る
京
都
へ
行
っ
て
み
た
い
。
し

か
し
「
安
閑
」
と
し
た
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
で
は
な
い
。
「
僕
は
世
の
中

を
一
大
修
羅
場
と
心
得
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
其
内
に
立
っ
て
花
食
し
く
打
死

を
す
る
か
敵
を
降
参
さ
せ
る
か
ど
っ
ち
に
か
し
て
見
た
い
」
た
め
、
更
に
は

「
ど
の
位
人
が
自
分
の
感
化
を
う
け
て
、
ど
の
位
自
分
が
社
会
的
分
子
と
な

っ
て
、
未
来
の
青
年
の
肉
や
血
と
な
っ
て
生
存
し
得
る
か
を
た
め
し
て
見
た

い
」
、
そ
し
て
、
そ
の
「
仕
事
を
や
る
骨
休
め
の
為
め
」
に
京
都
へ
行
き
た

い
と
書
い
た
。

同
日
の
夕
方
の
第
二
便
は
「
こ
ん
な
手
紙
は
カ
キ
懸
け
た
時
書
い
て
仕
舞

は
な
い
と
滅
多
に
か
け
る
も
の
で
は
な
い
。
又
か
奥
う
と
云
っ
て
滅
多
な
人

に
か
け
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
文
章
で
始
ま
り
、
大
い
に
将
来
を
嘱
望

さ
れ
て
い
た
自
分
が
、
突
然
松
山
へ
都
落
ち
し
た
十
年
前
の
心
情
及
び
思
考

四
○

と
、
十
年
後
の
今
日
の
そ
れ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
違
っ
て
き
た
か
を
、

然
し
今
の
僕
は
松
山
へ
行
っ
た
時
の
僕
で
は
な
い
。
ど
ん
な
事
が
あ
ら

う
と
も
十
年
前
の
事
実
は
繰
り
返
す
ま
い
。
今
迄
は
己
れ
の
如
何
に
偉
大

な
る
か
を
試
す
機
会
が
な
か
っ
た
。
己
れ
を
信
頼
し
た
事
が
一
度
も
な
か

っ
た
。
朋
友
の
同
情
と
か
目
上
の
御
情
と
か
、
近
所
近
辺
の
好
意
と
か
を

頼
り
に
し
て
生
活
し
や
う
と
の
み
生
活
し
て
ゐ
た
。
是
か
ら
は
そ
ん
な
も

の
は
決
し
て
あ
て
に
し
な
い
。
余
は
余
一
人
で
行
く
所
迄
行
っ
て
、
行
き

尽
い
た
所
で
擁
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
な
く
て
は
真
に
生
活
の
意
味
が

わ
か
ら
な
い
。
手
応
が
な
い
。
（
中
略
）
天
授
の
生
命
を
あ
る
丈
利
用
し
て

自
己
の
正
義
と
思
ふ
所
に
一
歩
で
も
進
ま
ね
ば
天
意
を
空
ふ
す
る
訳
で
あ

づ
（
）
。

と
、
繧
繧
詳
述
し
て
い
る
。

四

（
皿
）

残
念
な
こ
と
に
は
、
亨
吉
の
漱
石
宛
の
書
簡
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
に
、
事
務
的
書
簡
し
か
書
か
な
か
っ
た
と
い
う
亨
吉
が
、
果
た
し
て
ど
の

よ
う
な
手
紙
を
送
っ
た
の
か
推
測
の
域
を
出
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
漱
石
を

し
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
感
激
さ
せ
た
契
機
と
な
っ
た
夢
の
話
に
つ
い
て
少
し

考
え
て
お
き
た
い
。

漱
石
の
言
に
よ
れ
ば
、
亨
吉
は
、
漱
石
と
養
母
の
夢
を
見
た
位
で
は
決
し

て
手
紙
な
ん
ぞ
書
く
人
物
で
は
な
い
と
い
う
。
た
だ
し
か
し
、
自
分
の
見
た

夢
の
後
で
、
『
日
本
」
新
聞
の
記
事
を
見
て
、
そ
の
あ
ま
り
の
不
可
思
議
な

偶
然
の
一
致
に
筆
を
と
っ
た
と
あ
る
。
で
は
、
そ
の
『
日
本
」
新
聞
の
記
事



と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
三
十
九
年
十
月
十
七
日
（
水
）
の
『
日
本
」
新
聞
の
第
六
面
に
、

△
△
△
△
△
△

〈
○
文
界
風
の
便
り
〉
と
題
し
て
、
漱
石
が
「
廿
幾
年
振
か
」
で
養
母
及
び

マ
マ

そ
の
娘
と
再
会
し
、
「
漱
石
も
大
に
喜
ん
で
金
品
を
母
子
に
与
へ
て
帰
へ
し

た
の
は
遂
此
の
頃
の
事
、
其
後
も
度
盈
母
子
を
訪
ふ
て
は
其
寂
蓼
を
慰
め
て

居
る
と
の
こ
と
だ
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

「
草
枕
」
（
明
調
・
９
新
小
説
）
で
そ
の
名
声
が
一
躍
あ
が
っ
た
砿
石
に
と

っ
て
、
右
の
新
聞
記
事
は
有
名
税
的
意
味
あ
い
を
も
っ
た
．
コ
シ
ッ
プ
記
事
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
日
本
』
新
聞
に
は
養
母
と
漱
石
が
「
大
に
喜
ん
で
」

再
会
し
た
と
あ
る
が
、
漱
石
の
唯
一
の
自
伝
的
作
品
と
い
わ
れ
る
「
道
草
」

（
大
４
．
６
．
３
１
９
．
皿
東
京
・
大
阪
朝
日
新
聞
）
、
あ
る
い
は
当
時
の
日
記

及
び
断
片
を
見
て
も
、
あ
る
い
は
鏡
子
夫
人
の
「
漱
石
の
思
ひ
出
』
（
昭
３
・

皿
改
造
社
）
を
見
て
も
▽
そ
の
よ
う
な
事
実
を
指
摘
す
る
資
料
は
み
い
だ

し
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞
記
事
に
あ
る
よ
う
な
劇
的
対
面
を
し
た
と

は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
漱
石
の
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
が
出
始
め
た
の
は
、
こ
の
年

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
新
聞
記
事
が
出
る
と
、

漱
石
の
も
と
へ
、
友
人
・
弟
子
た
ち
の
好
意
（
？
）
に
よ
っ
て
切
り
抜
き
が
送

ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
明
治
三
十
九
年
二
月
十
一
日
付
の
鈴
木

三
重
吉
宛
の
書
簡
に
は
、
「
人
民
新
聞
』
に
、
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
（
明
詔
。

１
．
１
１
明
調
・
８
．
１
ホ
ト
ト
ギ
ス
。
以
下
「
猫
」
と
略
記
）
を
「
作
っ
て
以

一
マ
マ

来
細
君
と
仲
が
悪
る
く
な
っ
た
と
あ
る
そ
う
だ
」
し
圭
二
い
て
い
る
し
、
ま
た

同
年
八
月
十
二
日
付
の
深
田
康
算
宛
に
は
罰
「
都
新
聞
の
き
り
ぬ
き
わ
ざ
，
Ｊ
１

夏
目
漱
石
と
狩
野
亭
吉

御
送
被
下
難
有
存
候
」
と
言
い
て
、
市
電
運
賃
値
上
げ
反
対
デ
モ
に
漱
石
が

参
加
し
た
と
い
う
そ
の
記
事
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
・
へ
、
更
に
同
年
同
月
二

十
六
日
付
の
小
宮
豊
隆
宛
に
「
大
阪
ノ
滑
稽
新
聞
所
載
の
写
し
。
学
生
が
キ

リ
ヌ
キ
を
送
っ
て
く
れ
た
」
と
記
し
、
記
載
さ
れ
た
肖
像
の
模
写
を
送
っ
て

い
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
全
て
他
愛
の
な
い
風
聞
記
事
の
域
を
出
て
い
な
い
し
、

漱
石
自
身
も
そ
の
記
事
と
釣
合
う
よ
う
に
「
新
聞
位
に
何
が
出
て
も
驚
ろ
く

事
無
之
候
」
（
既
出
の
深
田
康
算
宛
書
簡
）
と
、
軽
く
い
な
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
は
、
同
程
度
の
意
味
し
か
も
た
な
い
先
の
亨
吉

紹
介
の
「
日
本
」
新
聞
記
事
を
契
機
と
し
た
漱
石
の
興
奮
ぶ
り
は
一
体
ど
う

い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
顧
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

漱
石
が
、
こ
の
日
亨
吉
に
こ
れ
ほ
ど
の
長
文
を
書
く
動
機
と
な
っ
た
の
は
、

文
面
か
ら
察
す
る
と
、
夢
の
話
し
を
云
灸
す
る
の
が
目
的
で
な
く
て
、
「
万

古
不
易
と
云
ふ
べ
き
代
物
ダ
」
（
明
鎚
・
７
．
２
付
菅
虎
雄
宛
）
、
「
狩
野
の
い

ふ
事
だ
か
ら
間
違
は
な
い
」
（
明
調
・
１
．
瓢
付
菅
虎
雄
宛
）
、
「
あ
れ
は
学
長

な
れ
ど
も
学
長
や
教
授
や
博
士
杯
よ
り
も
種
類
の
違
ふ
た
エ
ラ
イ
人
に
候
、

あ
の
人
に
逢
ふ
た
め
に
候
、
わ
ざ
ｊ
ｉ
１
京
へ
参
り
候
」
（
明
如
・
３
．
溺
付
野

上
豊
一
郎
宛
）
の
よ
う
に
、
畏
敬
し
て
や
ま
な
か
っ
た
先
輩
亨
吉
か
ら
の
、
プ

ラ
イ
、
ヘ
イ
ト
な
手
紙
に
触
発
さ
れ
て
、
・
ヘ
ン
を
も
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当

（
皿
）

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
急
に
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
」

て
書
い
た
と
見
る
古
川
久
の
意
見
も
ま
た
穏
当
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
次
の
よ
う
な
疑
問
点
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

四
一



γ

ち
、
「
官
庁
の
通
牒
的
」
書
簡
し
か
書
か
な
い
亨
吉
が
、
な
に
ゆ
え
に
筆
を

も
っ
た
の
か
、
ま
た
夢
の
話
を
亨
吉
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
、
は
た
し
て
漱
石
は
理
解
し
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
二
点
で
あ

づ
（
》
Ｏ

先
ず
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
「
余
つ
程
閑
日
月
が
出
来
た
か
然
ら
ず
ん
ぱ

京
都
の
空
気
を
吸
っ
て
突
然
文
学
的
に
な
っ
た
」
か
ら
か
、
い
ず
れ
に
し
て

も
「
狩
野
さ
ん
が
僕
の
畠
へ
近
付
い
て
来
た
の
だ
か
ら
」
嬉
し
い
、
と
の
反

応
を
示
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
僕
の
様
な
人
間
は
君
程
悟
っ
て
ゐ
な
い

か
ら
梢
と
も
す
る
と
拘
泥
し
て
い
け
な
い
が
夢
丈
は
自
由
自
在
で
毫
も
自
分

に
望
も
予
期
も
な
い
か
ら
甚
だ
愉
快
だ
」
と
述
雲
へ
、
後
年
「
夢
十
夜
」
（
明

奴
・
７
・
密
１
８
．
５
束
京
朝
日
新
聞
）
の
『
第
八
夜
」
や
、
「
三
四
郎
」
（
明

虹
・
９
．
１
１
咽
・
羽
東
京
・
大
阪
朝
日
新
聞
）
の
中
で
広
田
先
生
が
見
た
夢

（
後
述
）
を
書
い
た
時
の
漱
石
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
余
裕
ぶ
り
を
み

せ
て
い
る
の
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
点

で
の
漱
石
は
、
「
夢
」
を
云
交
す
る
よ
り
も
自
分
の
心
境
を
語
る
方
に
心
を

璋
う
ば
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
漱
石
の
み
な
ら
ず
、
人
間
通
有
の
心
理
と
し
て
、
思
い
が
け

な
い
人
物
か
ら
「
嬉
し
い
」
便
り
を
手
に
し
た
時
、
こ
と
に
そ
の
時
期
が
自

己
に
と
っ
て
余
裕
の
あ
る
時
期
で
あ
る
な
ら
ば
問
題
は
な
い
が
、
そ
の
反
対

に
諺
屈
し
て
い
る
場
合
、
そ
う
し
た
書
簡
は
一
服
の
清
涼
剤
の
範
囲
を
超
え

て
、
ま
さ
に
避
遁
と
も
い
う
べ
き
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
存
在
に
な
る
筈
で
あ
る
。

そ
し
て
手
紙
を
く
れ
た
相
手
の
真
意
を
慮
る
こ
と
よ
り
も
、
自
己
表
現
の
噴

出
の
糸
口
を
つ
か
ん
だ
も
の
と
し
て
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
陥
る
の
も
や
む
を
得

P
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な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
頃
以
後
の
漱
石
と
亨
吉
と
の
交
友
関
係
に

つ
い
て
、
青
江
舜
二
郎
は
、

そ
れ
以
後
の
漱
石
の
亨
吉
宛
の
手
紙
に
は
は
っ
き
り
そ
れ
ま
で
の
へ
だ

た
り
が
と
り
の
ぞ
か
れ
て
い
る
。
意
地
の
悪
い
見
方
を
す
れ
ば
、
朝
日
新

聞
に
入
社
し
て
日
本
一
流
の
、
し
か
も
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
作
家
に
の

し
上
が
る
に
つ
れ
、
明
治
四
十
一
年
、
〃
病
気
退
官
″
後
、
ま
る
で
ひ
ど

い
生
活
に
落
ち
こ
ん
で
い
っ
た
亨
吉
に
い
つ
か
さ
げ
す
み
に
似
た
も
の
さ

え
感
じ
は
し
な
か
っ
た
か
。
（
中
略
）
漱
石
に
は
も
と
も
と
そ
う
し
た
軽
薄

（
喝
）

さ
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ま
い
。

と
、
辛
辣
な
意
見
を
述
、
へ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
に
考
え
得
る
の

だ
ろ
う
か
。

漱
石
の
亨
吉
宛
の
書
簡
は
、
前
述
の
よ
う
に
明
治
二
十
六
年
十
月
二
十
七

日
か
ら
大
正
二
年
十
一
月
十
二
日
ま
で
の
間
に
、
七
十
余
通
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
が
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
用
件
の
み
を
記
し
た
も
の
の
み
で
は

な
く
（
大
部
分
は
そ
う
だ
が
）
、
中
に
は
こ
の
日
と
同
じ
く
胸
襟
を
開
い
た
姿

勢
を
見
せ
て
い
る
も
の
が
他
に
も
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

例
え
ば
、
留
学
先
か
ら
亨
吉
・
大
塚
保
治
・
菅
虎
雄
・
山
川
信
次
郎
の
四

人
に
連
名
で
あ
て
た
ロ
ン
ド
ン
便
り
（
明
弘
・
２
．
９
付
）
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

前
で
は
、
松
山
か
ら
あ
て
た
書
簡
（
明
躯
・
５
．
ｍ
付
）
で
、
そ
の
内
容
は
、
当

時
亨
吉
と
ほ
ぼ
同
じ
く
郵
便
の
回
数
を
重
ね
た
正
岡
子
規
宛
の
も
の
と
一
致

（
松
山
に
お
け
る
不
満
の
記
述
、
）
し
て
い
る
の
を
見
て
も
、
漱
石
の
亨
吉
へ

の
傾
倒
ぶ
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
そ
う
し
た
漱
石
の
胸
襟
を
開
い
た
姿
勢
に
、
ま
る
で
反
応
を
示
さ
な



か
つ
た
と
思
わ
れ
る
亨
吉
が
、
よ
う
や
く
の
こ
と
、
初
め
て
積
極
的
行
動
を

と
っ
た
が
た
め
に
、
漱
石
が
は
し
ゃ
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
二
人
の
間

に
あ
る
右
の
よ
う
な
経
過
を
知
ら
ず
に
、
手
紙
の
み
で
判
断
し
た
が
た
め
に
、

青
江
に
は
そ
れ
が
漱
石
の
「
軽
薄
」
と
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

五

明
治
四
十
五
年
（
一
九
○
七
）
三
月
二
十
八
日
か
ら
四
月
十
一
日
に
か
け
て

漱
石
は
、
京
都
・
大
阪
に
滞
在
し
た
。
こ
の
関
西
行
き
の
公
的
主
目
的
が
何

で
あ
っ
た
か
に
っ
・
い
て
は
、
以
下
の
事
情
か
ら
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
年
の
春
漱
石
は
「
大
学
も
高
等
学
校
も
や
め
」
て
、
「
新
聞
屋

（
朝
日
新
聞
社
筆
者
註
）
に
相
成
」
（
明
如
・
３
・
型
付
亨
吉
宛
）
る
こ
と
を
決

心
し
た
。
こ
の
朝
日
新
聞
社
へ
の
入
社
に
際
し
、
漱
石
と
直
接
的
交
渉
を
行

っ
た
の
は
、
五
高
時
代
の
教
え
子
の
坂
元
雪
烏
（
白
仁
三
郎
）
で
あ
る
が
、
「
朝

日
」
招
聡
の
発
議
を
行
い
、
尽
力
を
見
せ
た
の
は
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
の
主

筆
を
つ
と
め
て
い
た
鳥
居
素
川
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
漱
石
は

入
社
の
決
心
を
し
た
の
を
契
機
に
、
大
阪
の
社
屋
に
こ
の
素
川
を
始
め
、
主

た
る
人
灸
へ
の
挨
拶
の
た
め
関
西
入
り
を
し
た
。

一
方
、
私
的
主
目
的
が
何
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
理
由
か
ら

判
断
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
京
都
に
は
狩
野
と
い
ふ
友
人
有
之
候
。
（
中
略
）

あ
の
人
に
逢
ふ
た
め
に
候
。
わ
ざ
ノ
ー
京
へ
参
り
候
」
（
明
如
・
３
．
配
付

野
上
豊
一
郎
宛
）
か
ら
も
頷
け
る
よ
う
に
、
亨
吉
に
会
う
た
め
の
関
西
行
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
年
来
の
友
人
で
あ
る
亨
吉
は
、
当
時
丁
度
、
京
都
帝

国
大
学
文
科
大
学
長
と
し
て
、
下
鴨
糺
の
森
に
居
を
構
え
て
い
て
、
漱
石
は

夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉

京
都
滞
在
中
こ
こ
に
宿
泊
し
た
。

こ
の
公
私
の
目
的
を
果
た
し
お
え
た
後
、
漱
石
は
「
入
社
の
辞
」
（
明
如
。

５
．
３
『
朝
日
新
聞
』
）
と
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
（
明
鋤
・
４
．
９
１
ｕ
『
大
阪
朝

日
新
聞
』
）
に
よ
っ
て
、
自
己
の
位
置
に
つ
い
て
の
公
的
発
言
と
、
私
的
な
旅

の
印
象
記
を
そ
れ
ぞ
れ
著
わ
し
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

さ
て
、
こ
こ
で
筆
者
は
轍
石
の
作
品
の
中
か
ら
、
明
ら
か
に
亨
吉
と
判
断

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
き
る
人
物
が
登
場
す
る
作
品
を
通
し
て
、
漱
石
と
亨
吉
と
の
か
か
わ
り
あ

い
を
見
て
い
き
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
漱
石
の
作
品
の
中
に
、

そ
れ
と
覚
し
き
も
の
は
、
右
に
挙
げ
た
小
品
「
京
に
着
け
る
夕
」
一
篇
が
あ

る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
小
品
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
我
禽
は
、

そ
の
主
題
が
亨
吉
と
漱
石
と
の
こ
と
を
、
あ
る
い
は
亨
吉
自
身
の
こ
と
を
述

べ
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
我
々
は
、
こ

の
時
期
か
ら
「
十
五
六
年
の
昔
」
に
、
子
規
と
一
緒
に
京
都
へ
や
っ
て
き
た

漱
石
が
、
そ
の
折
の
思
い
出
を
多
分
に
感
傷
的
気
分
に
ひ
た
っ
て
、
追
憶
の

世
界
に
道
遙
し
な
が
ら
こ
の
小
品
を
書
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
感
得
さ
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
規
と
亨
吉
が
、
漱
石
の
中
で
大
き
な
位
置
を

占
め
て
い
た
こ
と
は
既
に
本
稿
第
二
章
の
後
半
で
述
語
へ
た
通
り
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
亨
吉
の
宿
で
、
子
規
を
追
想
し
て
い
る
漱
石
の
胸
中
に
は
、
た

だ
単
に
子
規
を
追
悼
す
る
感
慨
の
み
が
去
来
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

、
、
、
、

、
、
、
、

筈
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
小
品
か
ら
は
「
筈
で
あ
る
」
と
の
推
測
が

で
き
る
程
度
で
、
具
体
的
に
、
漱
石
の
京
都
滞
在
中
で
の
亨
吉
と
の
か
か
わ

り
あ
い
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
亨
吉
も
、
こ
の
間
の
で
き
ご
と
に

対
し
て
は
「
京
都
へ
来
ら
れ
た
時
に
は
、
し
ば
ら
く
私
の
家
に
滞
在
し
て
」

四
三
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（
「
夏
目
君
と
私
」
）
い
た
と
語
る
の
み
で
、
こ
の
時
期
の
二
人
の
接
点
を
考
察

す
る
手
が
か
り
と
な
る
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
管
見
に
は
ふ
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
以
外
の
作
品
の
中
で
、
亨
吉
を
妨
佛
さ
せ

る
も
の
ｌ
所
謂
モ
デ
ル
論
Ｉ
が
他
に
な
い
か
を
見
て
い
き
た
い
。

」
、
｜
ノ

、
、
、
、
、
、

亨
吉
は
、
「
漱
石
と
自
分
」
の
中
で
、
「
（
友
人
が
）
「
猫
」
の
中
に
お
前

、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
と
注
意
し
て
く
れ
た
の
で
、
さ
う
か
自
分
の
こ
と
が

書
い
て
あ
る
な
ら
見
や
う
と
、
読
ん
で
見
た
が
自
分
の
こ
と
が
書
い
て
あ
っ

た
か
ど
う
か
記
憶
し
て
居
ら
ぬ
」
（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
お
前
の
こ
と
」
と
は
、
具
体
的
に
は
一
体
亨
吉
の
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
亨
吉
の
四
高
時
代
の
教
え
子
で
あ

る
八
田
三
喜
は
「
狩
野
亨
吉
先
生
」
の
中
で

原
坦
山
が
惑
病
同
原
論
を
著
は
し
た
と
き
、
先
生
に
其
の
批
評
を
請
う

、
℃
、
、
、
、
、
、

た
ら
、
先
生
は
一
面
の
真
理
が
あ
る
と
て
、
先
生
の
病
は
祖
先
か
自
分
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

の
罪
悪
の
結
果
で
あ
る
と
の
疾
病
観
を
話
さ
れ
た
。
之
は
有
名
な
話
で
漱

、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
魁
）

石
も
小
説
に
採
上
げ
た
筈
だ
っ
た
。
（
傍
点
筆
者
）

と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
お
前
の
こ
と
」
と
は
亨
吉

の
「
疾
病
観
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
「
疾
病
観
」
が
、

「
猫
」
の
中
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
第
二
章
に
、

、
、
、
、
、

先
達
て
其
友
人
で
某
と
い
ふ
学
者
が
尋
ね
て
来
て
、
一
種
の
見
地
か
ら
、

、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

凡
て
の
病
気
は
父
祖
の
罪
悪
と
自
己
の
罪
悪
の
結
果
に
外
な
ら
な
い
と
云

、
、
、
、
、
、
、
、

ふ
議
論
を
し
た
。
大
分
研
究
し
た
も
の
と
見
え
て
、
条
理
が
明
蜥
で
秩
序

四
四

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
整
然
と
し
て
立
派
な
説
で
あ
っ
た
。
（
傍
点
筆
者
）

と
述
雲
へ
ら
れ
て
い
て
、
亨
吉
の
言
葉
も
、
か
な
り
正
確
に
引
用
せ
ら
れ
て
い

、
、
、

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
「
友
人
で
某
」
は
、
第
八
章
で
哲
学
者
と

し
て
再
登
場
す
る
が
、
「
珍
客
」
と
の
み
表
現
さ
れ
、
伏
線
が
ひ
か
れ
、
名

卓

前
は
ま
だ
紹
介
さ
れ
な
い
。
第
九
章
に
至
っ
て
よ
う
や
く
こ
の
某
は
、
「
八

木
独
仙
」
と
い
う
名
前
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
「
友
人
で
某
」
の
八
木
独
仙
は
、
な
ぜ
苦
沙
弥
に
対
し
て
右
の
よ
う

な
「
疾
病
観
」
を
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

苦
沙
弥
は
「
胃
弱
」
（
一
）
の
た
め
、
た
え
ず
胃
痛
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

男
で
あ
る
。
洲
や
妻
君
や
迷
亭
た
ち
は
、
こ
の
「
胃
弱
」
を
「
神
経
胃
弱
」

（
一
）
と
判
断
し
、
き
わ
め
て
つ
れ
な
い
態
度
で
苦
沙
弥
と
接
す
る
の
で
あ
る
。

、
℃
、
、

こ
の
所
謂
神
経
性
胃
炎
に
は
、
心
の
平
静
を
欠
く
こ
と
が
、
一
番
の
障
害
に

な
る
わ
け
だ
が
、
苦
沙
弥
に
は
た
え
ず
「
落
雲
館
事
件
を
始
め
と
し
て
、
今

戸
焼
の
狸
か
ら
、
び
ん
助
、
き
し
や
ご
其
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
不
平
」
（
八
）
不
満

で
心
が
占
領
さ
れ
、
つ
い
に
は
、
「
夢
に
迄
肝
潅
を
起
」
（
八
）
す
程
に
な
っ

て
き
た
。
こ
の
苦
沙
弥
の
苦
痛
を
初
め
て
真
正
面
か
ら
受
け
と
め
て
く
れ
た

の
が
八
木
独
仙
な
の
で
あ
る
。
独
仙
は
苦
沙
弥
に
「
び
ん
助
や
き
し
や
ご
が

何
を
云
っ
た
っ
て
知
ら
ん
顔
を
し
て
居
れ
ば
い
ふ
ぢ
や
な
い
か
。
ど
う
せ
下

ら
ん
の
だ
か
ら
（
中
略
）
人
が
気
に
喰
は
ん
、
喧
嘩
を
す
る
、
先
方
が
閉
口
し

な
い
、
法
廷
へ
訴
へ
る
、
法
廷
で
勝
つ
、
夫
で
落
着
と
思
ふ
の
は
間
違
さ
。

心
の
落
着
は
死
ぬ
迄
焦
つ
た
っ
て
片
付
く
事
が
あ
る
も
の
か
（
中
略
）
山
が
あ

マ
マ

っ
て
隣
国
へ
行
か
れ
な
け
れ
ば
、
山
を
崩
す
と
云
ふ
考
を
起
す
代
り
に
、
隣

国
へ
行
か
ん
で
も
困
ら
な
い
と
云
ふ
工
夫
を
す
る
。
山
を
越
さ
な
く
と
も
満
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足
だ
と
云
ふ
心
持
を
養
成
す
る
の
だ
」
（
八
）
と
述
べ
、
「
消
極
的
の
修
養
で

安
心
を
得
ろ
」
（
八
）
と
説
教
を
す
る
。

こ
の
「
消
極
的
の
修
養
で
安
心
を
得
ろ
」
と
い
う
論
法
は
、
亨
吉
が
常
に

（
胆
）

「
く
り
か
え
し
述
べ
」
て
い
た
と
い
う
安
藤
昌
益
の
「
我
道
に
は
争
ひ
な
し
。

（
肥
）

我
は
兵
を
語
ら
ず
。
我
戦
は
ず
」
と
い
う
言
葉
か
ら
窺
う
こ
と
の
で
き
る
消

極
的
生
き
方
と
同
じ
意
味
内
容
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
亨
吉
と
独
仙
の
説
と

の
間
に
共
通
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
右
の
独
仙
の
説
は
、
迷
亭
に
よ
れ
ば
「
十
年
前
学
校
に
居
た
時
分

と
今
日
と
少
し
も
変
り
や
し
な
い
」
（
九
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
猫
」
の
執
筆
時
期
か
ら
、
洲
る
こ
と
十
年
前
が
漱
石
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
年
で
あ
っ
た
か
を
み
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
明
治
二
十
八
年
の
こ
と
で
あ

る
。
伝
記
上
の
事
項
的
説
明
を
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
年
の
四
月
に
漱
石
は
、

四
国
の
松
山
中
学
へ
赴
任
し
て
い
っ
た
。
こ
の
所
謂
都
落
ち
と
も
み
え
る
松

山
行
き
に
つ
い
て
漱
石
は
、
当
時
を
回
想
し
て
、
そ
の
時
の
心
境
を
、
亨
吉

に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

余
は
比
較
的
ハ
ー
ム
レ
ス
な
男
で
あ
る
。
進
ん
で
人
と
争
う
を
好
ま
ね

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ぱ
こ
そ
退
い
て
一
、
人
（
中
略
）
退
い
て
只
一
人
安
き
を
得
れ
ば
よ
い
と
云
ふ

謙
遜
な
態
度
で
東
京
を
す
て
た
の
で
あ
る
。
（
明
調
・
皿
・
溺
付
書
簡
、
傍

点
筆
者
）

と
述
べ
て
い
る
。
迷
亭
が
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
独
仙
が
十
年
一
日
の
如

く
消
極
的
生
き
方
を
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
、
亨
吉
も
又
十
年
前
に
、
既
に

こ
の
説
を
唱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
右
の
亨
吉
宛
の
書
簡
の
傍

点
箇
処
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
亨
吉
の
主
張
が
、
当
時
は
も
と

夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉

｜'
”

よ
り
十
年
後
の
今
も
な
お
漱
石
の
脳
裏
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と

は
、
右
の
手
紙
が
亨
吉
の
そ
の
説
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
も
頷
け

る
。
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
今
少
し
右
の
手
紙
の
内
容
を
検
討
し
て

み
よ
う
。

十
年
前
、
亨
吉
の
説
に
共
鳴
し
て
松
山
へ
落
ち
て
い
っ
た
漱
石
は
、
日
な

ら
ず
し
て
こ
の
消
極
的
生
き
方
に
後
悔
の
念
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
「
当
地

下
等
民
の
ろ
ま
の
癖
に
狡
猪
に
御
座
候
」
（
明
犯
・
５
．
ｍ
付
）
と
亨
吉
に
書
き

送
っ
た
松
山
の
く
ら
し
は
「
文
明
の
衣
を
つ
け
た
野
蛮
人
」
が
「
社
会
の
悪

徳
を
増
長
」
（
明
調
・
皿
・
配
付
亨
吉
宛
）
さ
せ
る
た
め
だ
け
に
生
き
て
い
る

よ
う
な
不
愉
快
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
十
年
後
漱
石
は
「
今
の
僕
は
松

山
へ
行
っ
た
時
の
僕
で
は
な
い
。
（
中
略
）
余
は
余
一
人
で
行
く
所
迄
行
っ
て
、

行
き
尽
い
た
所
で
姥
れ
る
の
で
あ
る
」
と
所
謂
私
の
個
人
主
義
宣
言
を
行
っ

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
生
き
方
を
実
践
に
移
し
た
途
端
に
漱
石
は
神
経
衰
弱
に

陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
『
漱
石
の
思
ひ
出
、
’
一
、
「
道

草
」
に
詳
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
更
に
そ
の
鯵
屈
し
た
精
神
の
は
け
口
と
し

て
書
か
れ
た
要
素
の
色
濃
い
こ
の
「
猫
」
で
、
又
々
こ
の
人
間
の
生
き
方
に

つ
い
て
の
消
極
論
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
、
そ
こ
に
亨
吉
が
モ
デ
ル
で
は
あ
る

ま
い
か
と
覚
し
き
人
物
ｌ
八
木
独
仙
ｌ
が
登
場
し
て
く
る
の
は
、
大
き
な
意

味
を
も
つ
も
の
と
云
え
よ
う
。
Ｉ

従
来
の
「
猫
」
に
対
す
る
評
価
は
、
処
女
作
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
注

目
は
さ
れ
て
い
て
も
、
大
方
の
評
は
、
戯
作
の
域
を
出
な
い
習
作
的
作
品
で

あ
る
と
の
見
方
が
強
い
。
し
か
し
、
作
家
の
処
女
作
と
い
う
も
の
は
、
後
の

四
五

Ｉ
ｑ



作
品
へ
の
志
向
性
を
見
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
重
視
せ
ね
ば
な

、
、
、
、
、
、
、
、

ら
な
い
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
心
の
平
安
を
失
っ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

苦
沙
弥
が
独
仙
に
、
自
己
の
内
面
的
苦
悩
を
語
り
か
け
る
パ
タ
ー
ン
、
つ
ま

り
、
主
人
公
（
？
）
が
心
の
平
安
を
失
っ
た
時
、
誰
か
に
自
己
の
内
面
的
苦

悩
を
告
白
す
る
と
い
う
よ
う
な
設
定
が
、
そ
の
後
の
漱
石
の
作
品
の
多
く
に

継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
こ
で
一
点
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
猫
」
の
独
仙
が
、
苦
沙
弥
の
目
に
ど
の
よ
う
に
影
じ
て
い
た
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
苦
沙
弥
は
独
仙
の
こ
と
を
常
に
「
超
然
と
し
て
出
世
間
的
」
で
あ

り
「
神
経
衰
弱
以
前
」
（
十
一
）
の
人
間
と
し
て
羨
望
の
眼
を
む
け
て
い
る
。

し
か
し
実
際
の
独
仙
は
ど
の
よ
う
な
人
間
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
苦
沙

弥
の
見
た
通
り
の
独
仙
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
す
が
に
呑
気
の
連
中
も
少
し
く
興
が
尽
き
た
と
見
え
て
、
「
大
分
遅

生
を
凝
視
し
て
生
き
て
い

悟
っ
た
様
で
も
独
仙
君
の
足
は
矢
張
り
地
面
の
外
は
踏
ま
ぬ
（
十
一
）

こ
れ
は
「
猫
」
の
最
終
章
の
最
後
に
、
猟
の
長
い
独
白
場
面
が
あ
る
が
、

そ
の
冒
頭
で
あ
る
。
「
悟
っ
た
様
で
も
独
仙
君
の
足
は
矢
張
り
地
面
の
外
は

踏
ま
ぬ
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
世
に
生
き
る
以
上
は
凡
て
所
謂
火
宅
の

人
で
あ
る
こ
と
を
、
漱
石
は
猫
の
口
を
通
し
て
語
ら
せ
て
い
る
。
独
仙
も
勿

論
火
宅
の
人
で
あ
る
。
そ
し
て
自
己
の
「
心
の
底
」
に
あ
る
「
悲
し
い
」
人

寄
席
が
は
ね
た
あ

く
な
っ
た
。
も
う

え
る
人
之
も
、
心
帰
ら
う
か
」
と
先
づ
独
仙
君
が
立
ち
上
が
る
。
（
中
略
）

と
の
様
に
座
敷
は
淋
し
く
な
っ
た
。
（
中
略
）
呑
気
と
見

の
底
を
叩
い
て
見
る
と
、
ど
こ
か
悲
し
い
音
が
す
る
。

る
の
で
あ
る
。
「
消
極
的
の
修
養
で
安
心
を
得
ろ
」

h

b

右
の
よ
う
に
「
猫
」
の
中
に
独
仙
と
い
う
人
物
形
象
を
介
し
て
、
自
己
内

部
の
亨
吉
と
か
か
わ
る
部
分
を
漱
石
は
表
出
し
た
わ
け
で
あ
る
．
こ
の
よ
う

な
亨
吉
像
の
作
舶
へ
の
投
影
は
、
こ
の
「
猫
」
に
限
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も

し
、
そ
の
後
に
受
け
継
が
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
形
で
作
品
の
中
に

亨
吉
を
、
そ
し
て
独
仙
の
後
身
を
投
影
あ
る
い
は
継
承
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

結
論
を
急
ぐ
よ
う
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
「
三
四
郎
」
（
明
虹
・
９
．
１
１
皿

・
調
東
京
大
阪
朝
日
新
聞
）
の
広
田
先
生
に
そ
の
分
身
を
委
ね
た
と
言
え

よ
う
。
そ
し
て
囚
わ
れ
人
苦
沙
弥
の
後
身
に
は
、
や
は
り
囚
わ
れ
人
三
四
郎

を
も
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

四
六

と
の
説
を
会
得
す
る
ま
で
の
独
仙
の
心
中
に
、
ど
の
よ
う
な
苦
悩
が
あ
っ
た

か
を
、
苦
沙
弥
は
気
付
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
独
仙
の
こ
と
を

「
神
経
衰
弱
以
前
」
の
「
出
世
間
的
」
人
間
と
規
定
し
て
は
ば
か
ら
な
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
苦
沙
弥
の
人
を
見
る
目
が
な
い
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
は

む
し
ろ
苦
沙
弥
の
視
野
の
狭
さ
と
、
自
己
執
着
の
強
烈
さ
を
物
語
る
も
の
と

考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
苦
沙
弥
の
対
独
仙
観
は
、
本
稿
の
第
三
章
の
冒
頭
に
詳
述

し
た
明
治
三
十
九
年
十
月
二
十
三
日
付
の
書
簡
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
僕
は

狩
野
さ
ん
と
云
ふ
人
は
用
事
が
な
け
れ
ば
手
紙
を
か
く
人
で
は
な
い
」
と
い

う
文
章
等
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
、
亨
吉
か
ら
手

紙
を
も
ら
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
十
月
二
十
三
日
以
前
の
漱
石
の
対

亨
吉
観
で
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

七
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湫
石
は
、
「
三
四
郎
」
を
執
筆
す
る
の
に
先
立
っ
て
、
鈴
木
三
重
吉
に

君
の
手
紙
や
小
宮
の
手
紙
を
小
説
（
「
三
四
郎
」
筆
者
註
）
の
う
ち
に
使

は
う
か
と
思
ふ
。
近
頃
は
大
分
ず
る
く
な
っ
て
何
ぞ
と
い
ふ
と
手
近
な
も

の
を
種
に
し
や
う
と
云
ふ
癖
が
出
来
た
。
（
明
虹
・
７
・
訓
付
書
簡
）

と
述
、
へ
、
そ
の
取
材
方
法
の
一
端
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
三
四
郎
」
の
素

材
に
つ
い
て
の
所
謂
内
輪
話
的
裏
話
は
、
小
宮
豊
隆
が
、
「
「
三
四
郎
』
の
材

（
Ⅳ
）

料
」
と
題
し
た
エ
ッ
セ
イ
の
中
に
詳
述
し
て
い
る
。
し
か
し
管
見
に
よ
れ
ば
、

従
来
三
四
郎
・
与
次
郎
・
野
を
宮
・
美
禰
子
ら
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
論
は
数

多
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
広
田
先
生
に
つ
い
て
の
そ
れ
は
、
先
に
述
尋
へ

た
小
宮
豊
隆
の
も
の
に
あ
る
よ
う
に
、
時
に
は
「
夏
目
漱
石
」
自
身
で
あ
っ

た
り
す
る
、
と
い
う
程
度
の
も
の
が
殆
ん
ど
で
、
確
か
な
典
拠
と
な
る
も
の

で
論
じ
ら
れ
た
も
の
は
ま
だ
見
な
い
。
・

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の
章
の
初
め
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
苦
沙
弥
の
後
身
を

広
田
先
生
に
見
出
し
、
そ
の
広
田
先
生
の
中
に
亨
吉
が
、
ど
の
よ
う
な
か
か

わ
り
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
か
を
見
、
更
に
そ
れ
を
漱
石
が
ど
の
よ
う
に

と
ら
ま
え
て
い
た
か
を
、
以
下
み
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

モ
デ
ル
論
を
展
開
し
て
い
く
場
合
、
広
田
先
生
の
風
貌
及
び
言
動
か
ら
、

明
ら
か
に
そ
れ
と
判
断
で
き
る
亨
吉
と
の
類
似
性
を
、
個
た
に
列
挙
し
、
実

証
し
て
い
く
こ
と
が
順
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、

そ
う
し
た
細
部
に
わ
た
る
類
似
性
の
明
示
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
上

に
巨
視
的
立
場
か
ら
、
こ
の
「
三
四
郎
」
の
テ
ー
マ
と
直
結
す
る
観
点
か
ら

の
類
似
性
か
ら
入
っ
て
い
く
こ
と
の
方
が
、
よ
り
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
後
者
の
方
法
で
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と

夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉

田
心
フ
。「
三
四
郎
」
の
主
人
公
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
応
の
定
説
が
あ

（
肥
）

り
、
こ
こ
で
は
論
じ
る
こ
と
を
控
え
る
が
、
「
偉
大
な
る
暗
闇
」
（
六
）
で
あ

る
広
田
先
生
の
位
置
も
決
し
て
疎
か
に
は
で
き
ま
い
。

「
田
舎
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
東
京
の
大
学
に
入
っ
た
」
三
四
郎
は
、

東
京
の
近
代
文
明
に
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
生
活
す
る
都
会
人
の
物
の
見
方
、（⑲
）

考
え
方
に
触
れ
る
た
び
に
、
驚
き
の
目
を
み
は
り
な
が
ら
「
色
灸
に
動
い
て
」

い
く
。
そ
し
て
里
見
美
禰
子
と
い
う
新
し
い
時
代
の
生
ん
だ
女
性
に
淡
い
恋

心
を
喚
起
さ
せ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
美
禰
子
が
一
体
自
分
の
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
が
つ
か
め
な
い
三
四
郎
は
、
序
為
に
そ
の
内

（
釦
）

面
に
苦
悩
の
色
を
濃
く
し
て
い
く
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
て

三
四
郎
は
、
こ
の
苦
悩
が
高
ま
っ
て
く
る
と
広
田
先
生
の
家
を
訪
ね
る
ご
と

を
常
と
し
た
。
な
ぜ
広
田
先
生
を
訪
ね
る
か
に
つ
い
て
三
四
郎
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
や
、
、
、
、
、

此
人
の
前
に
出
る
と
呑
気
に
な
る
。
世
の
中
の
競
争
が
余
り
苦
に
な
ら

、

、
、
、
、
、
、
、
、

な
い
。
（
中
略
）
汁
分
程
先
生
と
相
対
し
て
ゐ
る
と
心
持
が
悠
揚
に
な
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

女
の
一
人
や
二
人
ど
う
な
っ
て
も
構
は
な
い
と
思
ふ
。
（
七
・
傍
点
筆
者
）

す
な
わ
ち
、
「
世
外
」
に
あ
っ
て
「
泰
然
と
取
り
澄
ま
し
て
ゐ
る
」
（
七
）

広
田
先
生
を
時
に
は
「
時
代
錯
誤
」
（
十
一
）
だ
と
思
う
三
四
郎
だ
が
、
大
方

は
「
学
者
」
で
あ
り
「
床
し
」
（
十
二
）
い
人
と
思
い
、
「
何
う
し
た
ら
あ
塁

な
る
の
だ
ら
う
」
（
七
）
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
三
四
郎
の
広
田
観
は
丁
度
、

苦
沙
弥
が
独
仙
の
こ
と
を
「
超
然
と
し
て
出
世
間
的
」
で
あ
り
「
神
経
衰
弱

以
前
」
の
人
間
で
あ
る
と
定
義
づ
け
て
い
た
の
と
相
似
し
た
見
方
で
あ
り
、

四
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同
時
に
明
治
三
十
九
年
十
月
二
十
三
日
以
前
の
漱
石
の
亨
吉
観
に
も
相
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
呑
気
と
見
え
る
」
（
十
一
）
独
仙
に
「
悲
し
い
音
」
（
十
一
）

の
ん
き

が
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
暢
気
」
（
七
）
な
筈
の
広
田
先
生
に
も
過
去
が
あ
っ
た
。

三
四
郎
は
あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
広
田
先
生
を
訪
ね
た
時
、
彼
か
ら

「
二
十
年
許
前
」
（
明
治
二
十
二
年
・
憲
法
発
布
の
年
）
に
「
た
っ
た
一
遍
逢
っ

た
女
」
に
「
夢
の
中
で
再
会
」
し
た
話
し
を
き
か
さ
れ
た
。
そ
の
女
の
面
影

が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
「
結
婚
な
さ
ら
な
い
ん
で
す
か
」
と
云
う
三
四
郎
の
問

い
に
「
結
婚
の
し
に
く
い
事
情
を
持
っ
て
ゐ
る
者
」
（
十
一
）
は
、
多
く
い
る

も
の
だ
と
説
明
し
た
後
、
母
親
の
存
在
が
子
供
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
位

置
を
占
め
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二
十
年
前
の
原
体
験
が
、
広
田

先
生
の
今
日
の
生
き
方
を
見
る
時
、
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
亨
吉
と
漱
石
に
も
こ
れ
と
相
似
た
原
体
験
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

森
銑
三
は
『
狩
野
亨
吉
先
生
」
の
中
で

、
、
、
、
、
、

先
生
が
若
く
て
、
金
沢
で
教
師
を
し
て
ゐ
ら
れ
た
時
、
何
か
面
倒
な
問

、題
が
起
っ
た
と
か
で
、
「
そ
の
頃
か
ら
僕
は
、
頭
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
つ

（
虹
）

た
」
と
、
平
気
で
い
は
れ
た
。
（
傍
点
筆
者
）

と
亨
吉
の
思
い
出
を
述
零
へ
て
い
る
。
亨
吉
が
四
高
を
退
職
し
た
表
向
き
の
理

由
は
「
家
事
都
合
」
（
八
田
三
喜
「
狩
野
亨
吉
先
生
」
）
で
あ
っ
た
が
、
真
実
は
人

、
、
、
、
、

事
問
題
か
ら
生
じ
た
教
師
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
い
や
気
が
さ
し
、
生
来
の
消
極

、
、
、
、

的
生
き
方
を
貫
徹
す
る
た
め
の
辞
任
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
日
記
（
明
”
。

３
．
型
、
及
び
右
の
、
八
田
三
喜
の
文
章
に
詳
し
い
。
し
か
し
、
森
銑
三
の

い
う
「
面
倒
な
問
題
」
と
は
、
彼
の
退
職
問
題
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
同
じ

く
亨
吉
の
日
記
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
左
記
の

昨
夜
剛
太
郎
、
石
井
直
、
西
田
正
の
行
跡
に
つ
き
憂
苦
す
雪
へ
き
も
の
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
を
思
ひ
終
夜
眠
安
か
ら
ず
今
日
所
労
を
勉
め
て
出
勤
す
。
（
中
略
）
明
日

石
井
及
西
田
に
糾
す
と
こ
ろ
あ
ら
ん
と
す
（
明
野
・
１
・
型
傍
点
筆
者
）

と
い
う
文
章
が
、
「
面
倒
な
問
題
」
指
摘
の
手
が
か
り
で
あ
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
田
正
（
西
田
幾
多
郎
の
姉
で
、
当
時
婚
家
を
離

縁
さ
れ
、
幾
多
郎
の
持
ち
家
で
あ
っ
た
長
町
一
番
町
の
家
に
出
戻
っ
て
い
て
、

亨
吉
は
こ
こ
に
寄
宿
し
て
い
た
。
）
と
、
亨
吉
の
甥
の
剛
太
郎
と
、
教
え
子
の

石
井
直
ら
の
醜
聞
事
件
に
亨
吉
が
ま
き
こ
ま
れ
た
と
い
う
の
が
「
面
倒
な
問

題
」
の
全
容
で
あ
る
。

こ
の
事
件
に
対
し
て
の
亨
吉
の
見
解
を
み
よ
う
と
す
る
時
、
現
在
の
と
こ

ろ
そ
の
資
料
と
な
る
の
は
、
彼
の
日
記
が
唯
一
の
手
が
か
り
で
、
客
観
的
資

料
の
乏
し
い
た
め
、
即
断
を
下
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
教
え
子
か
ら
「
高

（
池
）

潔
で
円
満
な
徳
操
」
の
師
と
仰
が
れ
た
彼
は
、
こ
う
し
た
西
田
正
の
行
状
を
、

た
だ
ひ
た
す
ら
嫌
悪
感
を
も
っ
て
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
つ
い

に
は
彼
の
女
性
観
を
歪
曲
し
た
も
の
に
し
、
こ
の
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
、

亨
吉
は
広
田
先
生
と
同
じ
く
終
生
独
身
を
徹
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
八
田
三
喜
が
言
う
よ
う
に
「
高
潔
」
で
道
義
的
倫
理
意
識
の
判

然
と
し
て
い
た
亨
吉
で
あ
っ
た
か
ら
恥
四
高
・
一
高
・
京
都
大
学
時
代
の
殊

に
学
生
問
題
へ
の
対
処
の
仕
方
に
は
見
る
零
へ
き
業
績
が
多
い
。
し
か
し
、
こ

と
女
性
問
題
に
な
る
と
、
本
来
も
っ
て
い
る
道
義
的
倫
理
意
識
が
、
必
ず
と

い
っ
て
い
い
程
に
そ
の
冴
が
鈍
り
、
逵
巡
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と

四
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で
あ
る
。

亨
吉
の
女
性
及
び
性
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す

る
資
料
と
し
て
公
的
に
は
安
倍
能
成
の

先
生
は
人
一
倍
人
間
の
性
欲
現
象
に
関
心
を
持
ち
、
先
生
の
倫
理
学
に

於
い
て
人
間
の
性
欲
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
重
大
な
位
置
を
占
め
て
居
る
と
聞

（
羽
）

い
て
居
る
。

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
私
的
資
料
と
し
て
は
（
そ
の
信
瀝
性
は
と
も
か
く
も
）

小
林
勇
著
「
隠
者
の
焔
〈
小
説
狩
野
亨
吉
〉
」
（
昭
妬
・
６
『
文
藝
春
秋
』
特
別

号
単
瞳
ｌ
雪
画
頁
）
が
あ
り
、
更
に
は
亨
吉
自
身
の
日
記
が
あ
る
。
但
し
こ
の

所
謂
ポ
ル
ノ
日
記
は
、
亨
吉
の
遺
品
が
保
管
さ
れ
て
い
る
東
京
大
学
教
養
学

部
図
書
館
か
ら
何
者
か
に
よ
っ
て
も
ち
去
ら
れ
、
今
日
も
は
や
我
々
は
そ
の

現
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
漱
石
が
西
田
正
に
関
す
る
醜
聞
を
、

亨
吉
か
ら
き
い
て
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
是
否
を

決
定
づ
け
る
に
十
分
な
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
管
見
に
は
ふ
れ
な
い
。
が
、
西

田
幾
多
郎
に
関
す
る
話
題
が
出
た
折
、
正
の
こ
と
が
又
、
話
題
に
上
っ
た
と

考
え
る
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
漱
石
が
、
こ
の
時
期
に
幾

多
郎
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
証
明
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
は
、
い
ず
れ

も
多
分
に
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
次
の
三
例
が
あ

げ
ら
れ
る
。

そ
の
一
は
、
亨
吉
が
住
ん
で
い
た
金
沢
市
長
町
一
番
町
が
幾
多
郎
の
持
ち

家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
其
処
へ
手
紙
を
出
し
て
い
た
（
明
妬
・
叩
・
野
付
、
明

”
・
１
．
羽
付
、
明
”
・
４
．
６
付
の
計
三
通
）
こ
と
か
ら
当
然
知
っ
て
い
た
で

夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
二
は
、
明
治
三
十
四
年
七
月
二
十
二
日
の
漱
石

の
日
記
に
「
金
沢
ノ
西
田
ヨ
リ
手
紙
」
と
述
尋
へ
て
あ
る
。
手
紙
の
内
容
は
定

か
で
な
い
が
二
人
の
間
に
何
ら
か
の
接
触
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測

さ
せ
る
資
料
と
は
な
る
。
そ
の
三
は
、
北
山
正
迪
の
次
の
こ
と
ば
に
手
が
か

り
を
み
た
。
「
円
覚
寺
に
漱
石
を
紹
介
し
た
の
は
菅
虎
雄
で
あ
る
。
菅
虎
雄

は
、
北
条
時
敬
と
同
時
期
に
今
北
洪
川
に
参
じ
て
ゐ
る
か
ら
、
北
条
時
敬
と

関
係
の
深
い
西
田
幾
多
郎
は
、
漱
石
と
全
く
無
縁
と
い
ふ
わ
け
で
も
な
い
」

（
「
釈
宗
演
と
漱
石
」
『
禅
文
化
』
五
十
号
）

第
三
点
の
み
菅
か
ら
の
接
近
方
法
で
あ
る
が
、
菅
も
又
亨
吉
の
友
人
で
あ

り
、
し
か
も
、
‐
四
高
を
退
職
し
た
後
の
亨
吉
は
、
頻
繁
に
彼
の
所
へ
出
入
り

し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
折
彼
に
西
田
正
の
こ
と
を
話
し
、
そ
れ
を
菅
が
漱
石

に
語
っ
た
と
い
う
推
測
も
、
あ
な
が
ち
こ
じ
つ
け
で
あ
る
と
ば
か
り
は
言
え

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
漱
石
の
側
で
は
、
本
稿
第
二
章
後
半
に
既
述
し
た
よ
う
に
今
日
な

お
伝
記
研
究
の
上
で
謎
と
さ
れ
て
い
る
時
期
が
あ
る
。
こ
の
明
治
二
十
七
年

秋
の
漱
石
の
行
方
不
明
事
件
を
逐
一
知
っ
て
い
た
の
は
、
菅
虎
雄
と
亨
吉
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
「
菅
君
が
一
番
詳
し
く
知
っ
て
ゐ
る
事
で
、
自
分

が
語
る
べ
き
で
は
な
い
」
（
『
漱
石
と
自
分
』
）
と
述
舎
へ
た
亨
吉
は
勿
論
の
こ
と

菅
も
つ
い
に
語
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
従

来
漱
石
研
究
家
達
に
よ
っ
て
種
食
考
察
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で

あ
る
。
そ
し
て
、
大
方
の
見
方
が
失
恋
の
た
め
に
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
行
方
不

明
事
件
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
失
恋
の
相
手
が
誰
で
あ
っ
た
か
に

つ
い
て
は
異
説
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
失
恋
は
、
漱
石
が
「
そ
れ
か
ら
」

四
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こ
う
し
て
漱
石
と
亨
吉
を
見
て
き
た
時
、
筆
者
は
、
二
人
の
青
春
時
代
に
、

後
の
彼
等
の
女
性
観
を
考
え
る
時
に
、
き
わ
め
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
暗
い

原
体
験
を
、
共
通
し
て
も
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

更
に
又
、
こ
の
二
人
は
母
親
に
つ
い
て
も
非
常
に
似
通
っ
た
原
体
験
を
経

験
し
た
。
す
な
わ
ち
、
二
人
は
共
に
、
所
謂
思
春
期
と
呼
ば
れ
る
時
期
（
漱

石
十
五
歳
・
亨
吉
十
三
歳
の
折
）
に
母
親
を
亡
く
し
て
い
る
。
母
親
が
、
そ

の
生
前
に
我
が
子
を
ど
れ
程
い
と
お
し
ん
だ
か
、
あ
る
い
は
粗
略
に
し
た
か

に
は
関
係
な
く
、
一
般
論
と
し
て
人
間
は
、
子
宮
回
帰
的
志
向
性
を
も
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
漱
石
と

亨
吉
の
二
人
は
、
一
番
そ
の
愛
を
必
要
と
す
る
時
期
に
母
親
を
亡
く
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
人
の
そ
れ
と
比
較
し
た
時
、
か
な
り
濃
度
の
濃
い

も
の
と
し
て
の
女
性
（
母
性
）
へ
の
憧
慢
が
あ
っ
た
と
み
て
さ
し
つ
か
え
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
人
は
共
に
自
己
の
感
情
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
す
る

こ
と
を
否
と
す
る
時
代
ｌ
殊
に
亨
吉
は
そ
の
意
識
の
最
も
強
固
な
武
士
階

級
の
出
身
で
あ
っ
た
ｌ
に
養
育
さ
れ
た
か
ら
、
そ
う
し
た
女
性
（
母
性
）

（
明
蛇
・
６
・
”
１
ｍ
・
皿
東
京
・
大
阪
朝
日
新
聞
）
以
降
の
作
品
に
お
い
て
、

執
勧
な
ま
で
に
追
求
し
て
や
ま
な
か
っ
た
所
謂
三
角
関
係
の
原
体
験
と
で
も

い
う
ゞ
へ
き
意
味
内
容
を
も
っ
た
、
不
倫
の
結
果
の
失
恋
で
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
い
う
説
が
専
ら
で
、
今
日
そ
の
説
が
ほ
ぼ
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ

と
も
又
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

八

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
云
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
』
つ
か
◎

漱
石
は
、
処
女
作
の
「
猫
」
以
来
、
常
に
自
己
の
内
面
的
葛
藤
を
、
主
人

公
を
通
し
て
見
続
け
て
き
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
常
に
自
己
の
原
体
験

を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
原
体
験
を
分
析
し
続
け
た

人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
作
品
の
中
で
自
己
の
原
体
験
を
分
析
す
る

段
に
な
る
と
、
彼
の
現
実
生
活
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
主
人
公
の
理
性

と
情
念
の
平
衡
が
崩
壊
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
安
定
な
自
己
を
書
き

続
け
て
い
こ
う
と
す
る
時
、
自
分
と
同
じ
原
体
験
を
も
つ
亨
吉
は
、
正
に
鏡

の
中
に
写
っ
た
自
分
の
姿
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
理
性

の
人
で
あ
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
亨
吉
も
又
、
時
に
は
自
分
と
同
じ
情
念

の
世
界
に
遁
遙
す
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
時
の
漱
石

の
よ
ろ
こ
び
が
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
繰
り
返
し
述
べ

て
き
た
明
治
三
十
九
年
十
月
二
十
三
日
付
の
書
簡
に
詳
し
い
。

た
だ
し
か
し
、
鏡
の
中
に
写
っ
た
自
分
の
姿
で
は
あ
っ
た
に
は
相
違
な
い

が
、
亨
吉
の
情
念
は
理
性
で
鎮
め
ら
れ
た
が
、
漱
石
に
は
そ
れ
が
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
次
の
亨
吉
の
漱
石
観
に
よ
っ
て
十
分
頷
く
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
森
銑
三
は

「
漱
石
な
ん
ぞ
、
君
、
大
し
た
こ
と
は
な
い
よ
」
と
事
も
な
げ
に
い
は

へ
の
思
慕
の
情
が
、
か
な
り
屈
折
し
た
形
で
表
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も

想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
が
広
田
先
生
の
人
物
形
象
化
に
大
き
く
影

響
し
た
こ
と
も
又
想
像
に
難
く
な
い
。

G 五
○
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れ
た
。
「
ま
だ
ま
だ
娑
婆
シ
気
が
あ
っ
て
ね
」
と
い
は
れ
た
。
先
生
か
ら

見
れ
ば
、
漱
石
が
社
会
と
い
ふ
も
の
に
拘
束
せ
ら
れ
、
詰
ま
ら
ぬ
問
題
に

こ
だ
は
っ
て
、
さ
う
し
た
世
界
か
ら
脱
却
し
か
ね
て
ゐ
た
の
が
も
ど
か
し

（
型
）

か
つ
た
の
で
あ
る
。

と
述
、
へ
、
亨
吉
自
身
も
「
漱
石
と
自
分
」
の
中
で
、

こ
の
問
題
（
博
士
号
辞
退
問
題
筆
者
註
）
な
ど
も
夏
目
君
自
身
恐
ら
く
後

に
な
っ
て
考
へ
た
ら
馬
鹿
げ
た
こ
と
を
し
た
と
思
ひ
は
せ
ぬ
か
と
も
考
へ

ら
れ
る
が
、
そ
の
場
で
は
さ
う
も
ゆ
か
な
か
っ
た
ら
う
。

と
述
べ
、
漱
石
の
性
癖
の
激
し
さ
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。

世
間
に
向
け
て
、
自
己
表
出
す
る
こ
と
を
極
度
に
お
さ
え
た
亨
吉
に
は
、

そ
の
反
動
と
し
て
雁
大
な
量
の
日
記
が
書
き
残
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
舎
へ
た

通
り
で
あ
る
。
そ
の
一
頁
二
貝
に
実
に
丹
念
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
諸
鳧
の
メ

モ
及
び
文
章
を
み
て
い
く
と
、
漱
石
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
程
の
自
己
執
着

を
感
得
さ
せ
ら
れ
る
の
は
筆
者
一
人
だ
け
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
亨
吉
の
内
面
に
も
又
大
き
な
問
題
が
巣
喰
っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
は
あ

る
が
、
し
か
し
、
少
な
く
と
も
亨
吉
に
は
内
面
の
感
情
表
出
に
大
き
く
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
る
こ
と
の
で
き
る
理
性
が
強
く
働
い
た
。
の
に
比
し
て
漱
石
の

場
合
は
そ
れ
が
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
漱
石
と

亨
吉
の
間
に
は
、
内
面
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
感
情
の
激
し
さ
の
持
主
で
あ

る
と
い
う
基
本
的
な
線
上
ま
で
の
相
似
は
あ
っ
て
も
、
外
へ
の
出
方
が
全
く

異
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
漱
石
は
そ
う
し
た
亨
吉
の
生
き

方
を
尊
敬
し
、
自
己
の
姿
を
亨
吉
に
仮
託
す
る
手
法
を
と
っ
た
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
仮
託
さ
れ
た
人
が
、
「
三
四
郎
」
で
は
広
田
先
生
で
あ

夏
目
漱
石
と
狩
野
亨
吉

、
町
ノ
、

東
京（

１
）
八
田
三
喜
の
「
狩
野
亭
吉
先
生
」
（
『
科
学
史
研
究
』
第
六
号
昭
岨
・
６
）
、

安
倍
能
成
細
の
「
狩
野
亭
吉
遺
文
集
」
（
昭
調
・
皿
岩
波
書
店
）
の
『
年
譜
』

及
び
『
年
譜
附
記
』
、
更
に
、
青
江
舜
二
郎
の
「
狩
野
亨
吉
の
生
涯
」
（
昭
娚
・

皿
明
治
書
院
）
を
照
合
さ
せ
て
み
る
と
、
次
の
通
り
の
正
誤
結
果
を
見
る
こ

と
が
出
来
た
。

①
「
自
宅
」
と
あ
る
の
は
、
｜
ハ
田
・
安
倍
・
青
江
に
よ
れ
ば
「
日
大
病
院
」
で

死
去
と
の
こ
と
。
②
ヨ
十
四
日
午
前
十
一
時
か
ら
十
一
時
半
」
の
告
別
式
と

あ
る
の
は
、
青
江
に
よ
れ
ば
、
「
二
十
五
日
の
午
前
十
時
か
ら
十
一
時
」
と
の

こ
と
。
③
「
近
年
引
退
」
と
あ
る
の
は
、
八
田
ゞ
安
倍
・
青
江
に
よ
れ
ば
「
明

治
四
十
一
年
京
大
退
官
以
後
一
切
官
職
に
つ
か
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。

④
「
悠
友
自
適
」
と
あ
る
の
は
、
八
田
・
安
倍
・
青
江
に
よ
れ
ば
「
赤
貧
洗
う

が
如
し
の
状
態
で
あ
っ
た
」
と
の
こ
と
。
⑤
「
ひ
さ
刀
自
（
八
四
）
」
は
、
青
江

．
に
よ
れ
ば
「
久
子
刀
自
（
八
二
）
」
と
の
こ
と
。
⑥
「
た
図
一
人
」
と
あ
る
の

は
、
安
倍
、
青
江
に
よ
れ
ば
「
養
子
川
太
郎
他
多
数
」
と
の
こ
と
。

（
２
）
写
真
が
載
っ
た
の
は
東
京
朝
日
新
聞
の
み
で
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
は
載
っ
て

い
な
い
。

（
３
）
久
野
收
「
狩
野
亨
吉
人
と
思
想
」
（
昭
塑
・
４
『
中
央
公
論
』
四
月
号
の

鎚
頁
）

（
４
）
○
渡
辺
大
濤
「
安
藤
昌
益
と
自
然
真
営
道
」
（
昭
蛆
・
３
勁
草
書
房
）
の

『
座
談
会
安
藤
昌
益
の
研
究
者
ｌ
狩
野
亭
吉
と
渡
辺
大
濤
ｌ
』
の
＄
、

頁
。
○
森
銑
三
「
明
治
人
物
夜
話
」
（
昭
娼
・
加
講
談
社
）
の
『
狩
野
亭
吉

先
生
』
の
隠
望
貝
。

（
５
）
岩
波
版
昭
和
四
十
九
年
版
『
漱
石
全
集
』
附
録
収
載
『
月
報
』
第
五
号
昭

五
一

そ
し
て
こ
の
広
田
先
生
は
後
の
「
こ
坐
ろ
」
（
大
Ｒ
）
・
４
．
卯
１
８

、
、

・
大
阪
朝
日
新
聞
）
の
先
生
に
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

l］



３
．
７
３
頁
。

（
６
）
八
田
三
喜
の
「
狩
野
亨
吉
先
生
」
の
誕
頁
に
「
科
外
講
演
で
一
度
、
催
眠
術

に
関
す
る
講
義
が
あ
っ
た
」
と
の
文
が
あ
る
。

（
７
）
（
５
）
既
出
の
『
月
報
』
第
五
号
昭
３
．
７
の
１
頁
。

（
８
）
『
新
小
説
』
臨
時
号
ｌ
文
豪
夏
目
漱
石
ｌ
大
６
．
１
の
四
頁
。

（
９
）
（
８
）
既
出
の
『
新
小
説
』
の
鴫
’
昭
頁
。

（
ｍ
）
拙
稿
『
女
子
大
國
文
』
妬
号
ｌ
「
草
枕
」
の
写
実
性
ｌ
参
照
。

（
皿
）
現
在
亨
吉
の
遺
品
（
文
書
の
類
）
は
、
東
京
大
学
教
養
学
部
図
書
館
に
保
管

（
日
記
の
複
写
は
日
本
近
代
文
学
館
に
も
あ
る
）
さ
れ
て
い
る
。
亨
吉
は
、
た

し
か
に
公
的
に
は
自
分
の
害
い
た
も
の
を
残
す
こ
と
を
拒
否
し
た
が
、
私
的
に

は
尼
大
な
量
の
日
記
及
び
雑
文
の
類
を
残
し
て
い
る
。
が
、
今
日
漱
石
に
関
す

る
メ
モ
が
あ
る
日
記
及
び
性
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
日
記
は
既
に
誰
か
の
手
で

持
ち
出
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
現
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

明
治
三
十
九
年
十
月
の
日
記
も
な
く
な
っ
て
お
り
、
亨
吉
の
側
か
ら
の
手
が
か

り
は
、
今
の
所
は
な
い
。

（
⑫
）
古
川
久
「
漱
石
の
書
簡
」
（
昭
妬
・
皿
東
京
堂
出
版
届
四
頁
）

（
過
）
「
狩
野
亨
吉
の
生
涯
」
の
、
巨
頁
。

，
五
二

（
皿
）
『
科
学
史
研
究
』
第
六
号
の
師
頁
。

（
鴫
）
久
野
收
「
狩
野
亭
吉
人
と
思
想
」
の
祀
頁
。

（
妬
）
「
安
藤
昌
益
」
、
『
日
本
の
名
著
』
喝
、
昭
“
・
皿
中
央
公
論
社
刊
。

（
面
）
岩
波
版
昭
和
四
十
九
年
版
『
漱
石
全
集
』
附
録
収
載
『
月
報
』
第
八
号
昭

ｎ
．
６
１
１
４
頁
。

（
肥
）
亨
吉
を
語
る
人
も
又
彼
の
こ
と
を
「
偉
大
な
暗
闇
」
的
形
容
を
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
隠
栖
の
洪
学
・
狩
野
亨
吉
」
（
土
田
恭
示
「
風
流
政
客
識
』
日
本
政

経
公
論
社
）
あ
る
い
は
「
隠
者
の
焔
」
（
本
文
四
九
頁
既
出
）
と
。

（
四
）
「
『
三
四
郎
』
予
告
」
（
東
京
朝
日
新
聞
明
虹
・
８
．
四
）

（
鋤
）
拙
稿
『
女
子
大
國
文
』
八
十
二
号
「
『
三
四
郎
』
試
論
’
三
四
郎
の
「
驚
き
」

を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
昭
盟
・
廻
参
照
。

（
虹
）
「
明
治
人
物
夜
話
」
の
画
隠
頁
。

（
理
）
八
田
三
喜
「
狩
野
亭
吉
先
生
」
の
師
頁
。

（
認
）
「
狩
野
亨
吉
遣
文
集
」
の
『
年
譜
附
記
』
四
局
頁
。

（
型
）
森
銑
三
「
狩
野
亨
吉
先
生
」
の
鴎
っ
頁
。

（
と
だ
・
た
み
こ
夙
川
学
院
短
期
大
学
助
教
授
）


